
令和７年 12 月　記者懇談会 

 

令和７年 12 月 3 日 

13 時 00 分～14 時 00 分 

一戸町役場庁舎２階特別会議室 

 
発表会後の懇談会の様子　 

（11 月 23 日　一戸町とぼくらの未来開拓プロジェクト発表会）  
 

１．トピックス 

(１)　冬季特産野菜 PR について 

(２)　一戸町オリジナル品種りんどうの品種登録について 

(３)　冬の教育イベントについて（教育委員会） 

(４)　北桜高校 CTA 就職支援事業について 

 

２．行事予定（12 月・1月の行事・イベント等）



お問合せ：一戸町役場　農林課　農業振興係（0195－33－4854　内線 1251　）

 

冬季特産野菜 PR について 

 

一戸町では主な農作物としてレタスやトマトなどの生産を行っていますが、冬季においても促

成アスパラガス、菌床しいたけの生産に取り組んでいます。年末から春先にかけて出荷されるア

スパラガスは、糖度が高く、市場から高い評価を得ています。特に、年末に流通する国内産アス

パラガスは奥中山産が９割以上を占め、今後の生産拡大が期待されています。また、菌床しいた

けも例年 160 トン以上の出荷を継続しており、町の主要作物として生産を振興しています。 

一戸町の冬季の野菜について多くの方に知っていただくため、下記のとおり PR事業を実施しま

すので、取材方よろしくお願いします。 

 

記 

 

１．冬季特産品野菜の食育教室 

・目的：町内の児童生徒を対象に地元の特産物に対する理解と関心を深めてもらう 

・日時：令和７年 12月５日（金）　12:10～　生産者による野菜紹介 

　　　　　　　　　　　　 　　　　12:25～　給食 

・場所：奥中山小学校 

　　　（特産野菜の給食は町内の全小中学校に提供します。） 

・主催：新岩手農業協同組合、二戸地域野菜生産部会奥中山支部 

 

２．一戸町冬季特産野菜産地出陣式 

・目的：本格的な出荷開始に併せて生産者の意欲向上と関係機関との意思統一を図り、今後の

さらなる生産拡大と消費促進を目指す 

・日時：令和７年 12月 11 日（木）　11:30～13:00（別紙のとおり） 

・場所：ホテル奥中山高原カシオペアホール 

・主催：新岩手農業協同組合、二戸地域野菜生産部会奥中山支部 

令和７年 12月３日



１

ＪＡ新いわて ・一Ｆｌ］‘冬季特産９菜 「産麺ｌｉ陣ま」 並びに「試食宣伝会」

≪開　催　要　領丿

目　的

ＪＡ新いわて管｜大１の一ＦｍＴ冬季Ｗ菜特産品 目である 「冬アスパラガス」と 「菌床しいたけ」 の本格

的な出荷時期を迎え、 一番の需Ｓ期となる１２　Ｊｊ の１１品質出荷増ｔに向けて勢いを加速させるために

生産者と関係機関が一堂に会して意識統一を回り、産ｔｌｌブラン ドを高める事を目的に開催する。

２。 主　催

・新岩手農業協回組合

・二‾Ｆ鳬嵬野菜生産部会奥中 ＬＬＩ支部（促成アスパラ ガス 専Ｐり部 ・菌床しいたけ専門部）

３。 後　援

・一戸Ｆ

・奥中日』高原株式会社

４． 開催 日時

令和 ７年 １２　１　１１　日（木）　 １１　：　３０～１３　：　００

５。 開催場所

ホテル奥 中χ－ＬＩ高原（一ＦＦ奥 中ＬＬ１字が 日ＥＩ子 ６６２－ １　 １Ｌ０１９５－３ ５－ ３１３１）

６。 開催ｌ大丿容

①一‾Ｆ罵冬の特産品である冬アスパラガス と菌床しいたけ生産者の意欲自上を回る。

②一‾呷叭産食材を使ったホテル料を長考案料ｊｌの試食宣伝。（宿泊客を供予定）

③奥中日」高原ホテルの集客促進Ｐ Ｒ。

７。 参集範囲

・東北農放丿尚岩手県拠点

・県北霍、城振興局長放却二や農林振興センター

・二戸農業改良普八センター

・を農岩手県本部

・関Ｗ市場（東京青果㈱、 九モき岡中央青果㈱）

・一戸町

・新岩手農業協回組合

・Ｗ菜生産部会奥中ＬＬＩ支部 （促成アスパラガス専Ｐり却会員、 菌床しいたけ専Ｍ部会長）

８。 スケジュール

別紙の通 り。



【ス ケジュール】 （案）

○開催場所　 ：ホテル奥中日」高原　食ｔ （Ｆ［ｊ卓６名ｘ １０ 卓＝６０ 名］

○事務局集合 ：１０　：　３０　会場準備

○受付開始　 ：１１　：　００　～　　 ＝ｊ　会場案Ｆり

≪産堵１出陣式の進め方ｙ （案）

時　　回

１１　：　３０～

ｌ大１　　容

１． 開　会

Ｏ萵会ま行　　 ＪＡ新いわて　前日五｜統括部長

準備品　　　　 備　考

専Ｐり部会員」　　 ・マイク　　　　 ・看板

・背景幕

２． 主催者挨拶

３分　　 ・Ｊ Ａ新いわて　 代表ＪＩ事組合長　苅谷　雅行

３． 来賓祝辞

３分　　 ・一Ｆｐｌ］‘　　　 Ｆ　長　　　 ’小ほ寺　美を

３分　　 ・二‾矜農林振興センター

３分　　 ・釡．農岩手県本部

４． 報　告

５分　 （１）ほ売情勢

・青果市場代表

５分　 （２）今年度の旬、組みと 出荷 目標

（促成アスパラガス、 菌床 しいだけの旬、祖み）

・Ｊ Ａ新いわて　 ゾＦｔ区担售氛　ｇｍ　泉

３分　５． 莖陣決意表回

・専門部会代表

５分　６． 料ＪＩ説明

・ホテル奥中 ＬＩ」高原　料ミ長

１２　：　００～１２　：　５０　 ７． 試　食

５０ 分　 （一‾狎叭産食材を使った料肖１）

デザート　 ヨーグルト

１２　：　５０～１２　：　５５　 ８．

５分

１２　：　５５～

試食感想他

・生産者他

９．Ｍ　会

・Ｊ Ａ新いわて 「 専Ｐ９部会員」



奥中山「冬アスパラガス」ができるまで 

一戸町奥中山では、アスパラを「伏せこみ促成栽培」という特徴的な方法で生産しています。 
通常のアスパラ栽培では、冬の寒さにあたることで翌年の春に新しいアスパラが出てきますが、寒さが早く来

る奥中山ではビニールハウスを活用し、春を待たずに冬期間での収穫が可能になります。 
奥中山のアスパラは、糖度が高く、やわらかい食感が特徴です。 
12 名の生産者で主に東京の市場に出荷し、12 月から 3 月にかけ約４千万円の販売をおこなっています。

2 月～4 月 育苗 5 月 定植

はじめは 15 ㎝ほどの大きさ

6 月～10 月 株養成

12 月～3 月 収穫

12 月の国産アスパラは 
奥中山だけ！

夏から秋にかけて、根っこを育てます。 
最終的には 2 メートルほどに。

畑に植えたアスパラを一度掘りだし、あたたかいビニ
ールハウスに入れ直します。 

すると、「春が来た」と勘違いして芽を出し始めます。

11 月 掘り上げ



「菌床しいたけ」ってどうやってできるの？ 

しいたけの原料は、広葉樹の生木を粉砕したチップ・オガ粉 

主な培地原料となるチップ・オガ粉。 

専用の袋に詰めて、殺菌してからしいたけ菌を植え付けます。 

シイタケって 最初は真っ白 

シイタケの適温は 25～27℃。  

夏と冬はシイタケがすごしやすい様に生産者は常に気を配っています。 

培養初期は白い菌糸が伸びて真っ白になりますが、成熟してくると段々

茶色に変化してきます。 

食べ頃に育ったものだけを一つ一つ手作業で収穫していきます 

 冬の奥中山地区の厳しい寒さの中、栽培技術の高い生産者がじっくりと日数をかけて育て上

げたしいたけ。大きいものでは手のひら大に成長します。 

食べるととても肉厚でジューシー 

採りたての味わいはたまりません。食べ応えのある生しいたけをご賞味ください。



お問合せ：一戸町役場　農林課（0195－33－4854　内線 1253）

 

一戸町オリジナル品種りんどうの品種登録について 

 

　令和４年に品種登録を出願し、登録に向けて手続きを進めていた一戸町オリジナル品種りんど

う「縄文の舞」と「御所野ヴェール」について、令和７年 11 月７日（金）に品種登録されました。 

　今後は、さらなる認知度向上や生産拡大に向けて機運を高めてまいります。 

 

 

記 

 

　１．品種登録日　　令和７年 11月７日付け官報にて公示 

２．登 録 情 報 

 名称 縄文の舞 御所野ヴェール

 登録番号 ３１４０２ ３１４０３

 開花時期 ９月中旬 ９月上旬

 花の色 赤みがかった濃いピンク色 水色がかった白色

 草丈 120～130cm 120～140cm

 花の段数 ５～７段 ６～７段

 茎の色 赤褐色 緑

 写真

令和７年 12 月３日



お問合せ：一戸町教育委員会　学校教育課（0195－33－4860　内線 1507）

 

冬の教育イベントについて（教育委員会） 

 

【軽米町・一戸町・九戸村中高生海外派遣事業】 

１．期　間　令和８年１月４日（日）～10 日（土） 

２．主　催　一戸町教育委員会　軽米町教育委員会　九戸村教育委員会 

３．場　所　アメリカ合衆国　オレゴン州　ポートランド 

４．団　員　中学生　11 名（一戸中４名、奥中山中１名、軽米中３名、九戸中３名） 

　　　　　　高校生　６名（北桜高２名、軽米高２名、伊保内高２名) 

５．引率者　５名（団長　一戸中　五十嵐智校長　他４名） 

６．その他　現地ではホストファミリー宅へのホームステイやポートランドの学校の子供たちと

交流等を行う。 

　　　　　　・結団式　12月 24 日（水）　14:00　一戸地区センターで実施 

・出発　　１月４日（日）  9:40　二戸駅 

・到着　　１月 10日（土） 20:20　二戸駅 

　　　　　　・報告会　２月２日（月）　14：00　一戸地区センターで実施 

 

【一戸町小学生次世代育成派遣事業】 

１．期　間　令和８年１月 14日（水）～15 日（木） 

２．主　催　一戸町教育委員会 

３．場　所  横浜国立大学教育学部附属鎌倉小学校ほか 

４．団　員　小学生　10 名予定（一戸町内各小学校の５年生対象） 

５．引率者　４名（団長　奥中山小学校　中島 敬 校長　他３名） 

６．その他　・結団式　12 月 17 日（水）　15:45　一戸地区センターで実施 

（事前研修会と同日実施） 

　　　　　　・報告会　令和８年２月 25日（水）　午後予定　一戸地区センターで実施

令和７年 12月３日



お問合せ：一戸町役場　商工観光課（0195－33－4855　内線　1262　）

 

北桜高校 CTA 就職支援事業について 

 

　令和６年８月に発足した、『岩手県立北桜高等学校地域産業教育連携協議会（北桜高校 CTA）』事

業として、パネルディスカッションを開催します。 

 

記 

１．目的 

　　　進路選択の際の実体験や就職活動の心構え、仕事の内容について話を聞くことで自分の将

来を具体的にイメージできるよう意識の向上を図ることを目的とする。 

 

２．内容 

　　（１）期　日　令和８年１月 13日（火）　13:10～15:00（予定） 

（２）場　所　岩手県立北桜高等学校　総合校舎　大講義室 

（３）内　容　①就職に向けての情報収集等についての講演 

　　　　　　　・講師　ジョブカフェいわて 

　　　　　　　・内容　就職先を決定するにあたっての考え方、求人票の閲覧方法などに 

ついて 

　　　　　　　　　②企業人パネルディスカッション 

　　　　　　　・パネリスト　町内外の企業人５名程度 

　　　　　　　・内容　進路選択の際に気を付けたことや就職後の経験について 

 

３．参加生徒 

　　総合校舎　１年生 85 名 

　　工業校舎　１年生 37 名　　計 122 名 

　　

令和７年 12月３日

昨年度実施したパネルディスカッションの様子



北桜高校 CTA 就職支援事業（パネルディスカッション）開催要領（案）

 
 

１　目的 
進路選択の際の実体験や就職活動の心構え、仕事の内容について話を聞くことで自分の将

来を具体的にイメージできるよう意識の向上を図ることを目的とする。 
 

２　主催 
　　岩手県立北桜高等学校地域産業教育連携協議会（略称：北桜高校 CTA) 

 
３　期日 

令和８年１月 13 日（火）13：10～ 
 

４　場所 
岩手県立北桜高等学校 総合校舎 大講義室 

 
５　対象 
　　１年生 122 名（総合校舎 85 名、工業校舎 37 名） 

 
６　日程・内容 

⑴　就職に向けての情報収集等について 
・時間　13：14～13：44 

・講師　ジョブカフェいわてキャリアカウンセラー　川村　恵　様（予定） 

・内容　就職先を決定するにあたっての考え方、求人票の閲覧方法などについての講演 

 

⑵　企業人パネルディスカッション 
・時間　13：55～14：25 

・講師　社会福祉法人慈孝会（駒木様）、株式会社東亜エレクトロニクス（佐藤様）、株式会 

社二戸サントップ（村里様）、株式会社柴田産業（山火様）、有限会社二戸通信工業 

（日向様） 

・内容　進路選択の際に気を付けたことや就職後の経験について、ジョブカフェいわてキャ 

リアカウンセラーの川村恵様をコーディネーターとしてディスカッション



ミッション 氏名 主な活動予定

公営塾の運営

小笠原　穣
穴久保　正浩
山舘　湧真
橋爪　聡子

・いちのへ英会話教室　ICHINOHE　ENGLISH　MONDAY
　12月8日、15日
　1月19日、26日
　毎週月曜日（祝祭日除く）　19:30～/一戸町公営塾　

・土曜学習会　12月6日、13日、20日　
　　　　　　　　　 1月10日、24日、31日
　　　　　　　　　 9：00～12：00

・ウィンタースクール　12月24日、25日
　　　　　　　　　　　　　　 1月6～9日
　　　　　　　　　　　　　　　14:00～16:00

・スキー交流会　1月25日

観光振興支援
ロペス　ルアン　
セバスチャン

移住定住促進・地域活
性化

上山　喜崇

御所野遺跡での縄文里
山づくり

山本　翔太

有害鳥獣被害対策 長井　佳代

新商品開発 橋爪　顕子

地域おこし協力隊活動予定（12月）

問い合わせ先：政策企画課　0195-33-4851（内線1213）



令和7年12月　行事予定表

日 曜  行事名等
取材
希望

資料 時間 開催場所 担当課・連絡先等 備考

1 月

2 火 三愛学舎縫工手芸展（～14日） ○
9:00～
17:00

奥中山地区センター
奥中山地区センター
0195-35-2112

3 水
いちのへ町民セミナー鳥海コース「ブッシュ・
ド・ノエル作り」

○
9:30～
11:30

鳥海地区センター
鳥海地区センター
0195-33-1204

講師：アトリエ・エム
　　　　代表　道合卓哉氏

4 木

5 金 奥中山高原スキー場安全祈願祭 11:00～ 奥中山高原スキー場
商工観光課
0195-33-4855

冬期特産品野菜の食育教室 ○ ○ 12:10～ 奥中山小学校
農林課
0195-33-4854

6 土 冬休み直前☆としょかん映画会 ○ 10:30～
一戸町コミュニティセンター
ホール

一戸町立図書館
0195-43-3555

児童・幼児向けの長編映画の上
映。
上映作品：『科学×冒険サバイバ
ル!1』

7 日

8 月
いちのへ町民セミナー一戸コース「一戸町・二
戸地域にまつわる伝説」

○
13:30～
15:00

一戸地区センター
一戸地区センター
0195-33-4861

講師：盛岡大学教授　佐藤優氏

9 火
いちのへ町民セミナー共通課程「からだのな
かから元気に！いきいき血管講座」

○
13:30～
14:30

一戸地区センター
生涯学習・協働推進課
0195-33-4861

講師：明治安田　長内明子氏

10 水 カラオケ倶楽部 13:00～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

11 木 一戸町冬季特産野菜産地出陣式 ○ ○
11:30～
13:00

ホテル奥中山高原カシオペ
アホール

農林課
0195-33-4854

12 金

13 土 奥中山高原スキー場オープン（予定）
奥中山高原スキー場
0195-35-3131

オレンジカフェさくらの会 ○
10:00～
12:00

一戸町コミュニティセンター
一戸町社会福祉協議会
0195-33-3385

14 日 絵画教室 9:00～
一戸町コミュニティセンター　
視聴覚室

いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

アクティブ・レッスン！運動遊び教室 ○
10:30～
11:30

一戸町コミュニティセンター
一戸町総合運動公園
0195-33-4444

15 月

16 火

17 水 童謡・唱歌を楽しむ会 13:30～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

一戸町小学生次世代育成派遣事業
結団式

○ p9 15:45～ 一戸地区センター
学校教育課
0195-33-4860

WAKAMONOクリエイティブ・ナイト ○
18:30～
20:00

一戸地区センター　大会議
室

生涯学習・協働推進課
0195-33-4861

対象：高校生～40歳以下

18 木

19 金 とことこおはなし会 10:45～
地域子育て支援センター
のびのび

一戸町立図書館
0195-43-3555

絵本の読み聞かせや手遊び
テーマ：「キラキラ　クリスマス」

ミニ門松作り教室 ○ 13:00～
鳥海地区センター
（旧鳥海小学校）

鳥海地区センター
0195-33-1204

ごしょのdeまなびプログラム「縄文の星空観
察会～冬～」

○
16:00～
18:00

御所野縄文博物館
御所野縄文博物館
0195-32-2652

講師:吉田偉峰氏

20 土
第７回初心者向け歴史講座『地域めぐりしたく
なる歴史への扉』

10:30～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料（要申込・定員50名）

21 日 サラダボウルそば打ち体験 ○
9:30～
11:00～

小鳥谷地区センター
サラダボウルこずや
0195-34-2040

わくわくサイエンス図書館 10:30～
一戸町コミュニティセンター 
会議室

一戸町立図書館
0195-43-3555

工作や実験を行う。

裏面に続く



わわわのステージ 13:00～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

入場無料

ごしょのdeまなびプログラム「正月飾りを作
ろう」

10:00～
11:30

御所野縄文博物館
御所野縄文博物館
0195-32-2652

参加料800円
先着１６名

22 月

23 火 カラオケ倶楽部 13:00～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

24 水
軽米町・一戸町・九戸村中高生海外派遣事業
結団式

○ ○ 14:00～ 一戸地区センター
学校教育課
0195-33-4860

25 木

26 金

27 土 フラワーアレンジメント教室 ○ 10:30～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加料1000円　申込締切
12/14

28 日 絵画教室 9:00～
一戸町コミュニティセンター　
視聴覚室

いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

29 月

30 火

31 水



令和8年1月　行事予定表

日 曜  行事名等
取材
希望

資料 時間 開催場所 担当課・連絡先等 備考

1 木

2 金

3 土

4 日
軽米町・一戸町・九戸村中高生海外派遣事業
(～10日）

○ ○
アメリカ合衆国オレゴン州
ポートランド

学校教育課
0195-33-4860

結団式12/24　14：00
報告会2/2　一戸地区センター

5 月

6 火

7 水 新年交賀会
17:30～
19:00

一戸地区センター　大会議
室

一戸地区センター
0195-33-4861

8 木

9 金 新年かきぞめ大会
9:50～
11:40

一戸町コミュニティセンター　
ホール

生涯学習・協働推進課
0195-33-4861

新年かきぞめ大会作品展示会（～1/18） ○ 11：40～
一戸町コミュニティセンター　
ロビー

いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

入場無料

10 土 オレンジカフェさくらの会 ○
10:00～
12:00

一戸町コミュニティセンター
一戸町社会福祉協議会
0195-33-3385

としょかん映画会 10:30～
一戸町コミュニティセンター
ホール

一戸町立図書館
0195-43-3555

幼児・児童向けの映画会。
上映作品：『ウォルト・ディズニー制
作の名作アニメ集!　うさぎとかめ
／子猫の武勇伝』

リーヴルシネマ 14：00～
一戸町コミュニティセンター
ホール

一戸町立図書館
0195-43-3555

一般向けの映画会。
上映作品：『オジさん、劇団始めま
した。』

11 日 絵画教室 9:00～
一戸町コミュニティセンター　
視聴覚室

いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

いちのへスキー教室
10:00～
12:00

奥中山高原スキー場
生涯学習・協働推進課
0195-33-4861

対象：小学3年生以上の児童、一
般

12 月 地域おこし事業「ミズキ団子づくり」 10:30～
一戸町コミュニティセンター
ホール

一戸町立図書館
0195-43-3555

地域の伝統行事「ミズキ団子」の
体験。
協力：一戸町食生活改善推進協議
会

13 火
北桜高校CTA就職支援事業
パネルディスカッション

○ ○ 13：10～
岩手県立北桜高等学校　　
総合校舎

商工観光課
0195-33-4855

14 水
一戸町小学生次世代育成派遣事業
（～15日）

○ ○
横浜国立大学教育学部附属
鎌倉小学校ほか

学校教育課
0195-33-4860

結団式12/17　15：45～
報告会2/25　一戸地区センター

カラオケ倶楽部 13:00～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

15 木

16 金

17 土

18 日 アクティブ・レッスン！運動遊び教室 ○
10:30～
11:30

一戸町コミュニティセンター
一戸町総合運動公園
0195-33-4444

19 月

20 火 北桜高校美術部・書道部合同展（～2/8） 9:00～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

入場無料

21 水 童謡・唱歌を楽しむ会 13:30～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

22 木

23 金

24 土
初心者向け歴史講座『地域めぐりしたくなる
歴史への扉』

10:30～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料（要申込・定員50名）

裏面に続く



25 日 絵画教室 9:00～
一戸町コミュニティセンター　
視聴覚室

いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

26 月

27 火

28 水 カラオケ倶楽部 13:00～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

29 木

30 金

31 土



地区センター行事予定表

令和7年12月

日 曜 地区  行事名等 開始時刻 終了時刻 開催場所 団体名等 備考 取材希望

2 金 奥中山 三愛学舎縫工手芸展（～14日） 9:00 17:00 奥中山地区センター 奥中山地区センター

3 水 鳥海 町民セミナー 9:30 11:30 鳥海地区センター 鳥海地区センター

8 月 一戸 町民セミナー 13:30 15:00 一戸地区センター 一戸地区センター

9 火 一戸 町民セミナー 13:30 14:30 一戸地区センター 一戸地区センター

21 日 小鳥谷 そば打ち体験 9:00 11:00 小鳥谷地区センター サラダボウルこずや

令和8年1月

日 曜 地区  行事名等 開始時刻 終了時刻 開催場所 団体名等 備考 取材希望

7 水 一戸 新年交賀会 17:30 19:00 一戸地区センター 一戸地区センター

問い合わせ先

・一戸地区センター　　☎０１９５－３３－４８６１　　（一戸町高善寺字大川鉢２４－９）
・鳥海地区センター　　☎０１９５－３３－１２０４　　（一戸町中里字上前田４６－４）
・小鳥谷地区センター　☎０１９５－３４－２１１１　　（一戸町小鳥谷字中屋敷上１２－４）
・奥中山地区センター　☎０１９５－３５－２１１１　　（一戸町中山字大塚８２－２）





科学×冒険
サバイバル!
科学×冒険
サバイバル!
科学×冒険
サバイバル!

じ か い
よ こ く

冬休み直前☆
としょかん映画会

冬休み直前☆
としょかん映画会

参加
無料

異常気象のサバイバル
上映時間：70分

上映作品
か が く ぼ う け ん

い じ ょ う き し ょ う

サバイバルの達人ジオは、船旅の途中で嵐にまきこまれてしまった！
たどりついたのは、異常気象が集まるおかしな世界。
ジオは仲間たちと一緒に、危機をのりこえられるのか？
大人気の児童書『科学漫画サバイバル』シリーズのアニメーション。

た つ じ ん ふ な た び と ち ゅ う あらし

い じ ょ う き し ょ う あ つ せ か い

な か ま い っ し ょ き き

だ い に ん き じ ど う し ょ か が く ま ん が

お問い合わせ：一戸町立図書館

1212 66月月 日日（土）（土）10:30～11:4010:30～11:40
一戸町コミュニティセンター  ホール一戸町コミュニティセンター  ホール

次の特別映画会は2026年3月7日(土)
おはなしシアターです
次の特別映画会は2026年3月7日(土)
おはなしシアターです

指定管理者:いちのへ文化・芸術NPO
TEL：0195-43-3555　FAX：0195-43-3310

つ ぎつ ぎ と く べ つと く べ つ え い がえ い が か いか い

次回予告

すこしはやい
ちょこっと
クリスマス
プレゼントも
あるよ





  
鳥 海 地 区 セ ン タ ー 主 催  

令和７年度

 

日　　時　　１２月１８日（木）午後１時～ 

 

場　　所　　鳥海地区センター(旧鳥海小学校) 
 

申込〆切　　１２月１１日（木）厳　守 

　 

必要用具　　軍 手・はさみ 

　　　　　　 

参 加 費　　６００円（材料費等として） 

 

そ の 他　　材料等は当館で、用意いたします。 

　　　　　　缶及び造花をお持ちの方は、ご持参下さい。 

 

連 絡 先　　鳥海地区センター 

ＴＥＬ：３３－１２０４・ＦＡＸ：３３－１６３３

たくさんのご参加　お待ちしております

回　覧

　門松は新しい年をむかえるにあたって、玄関先を清め、悪い

鬼または邪気などを家の中に入れないようにするものとして、

古くから用いられています。 

そこで新年を迎えるにあたり、鳥海地区センターでは、今年

も手軽に作れる、ミニ門松（高さ約４０～５０㎝ぐらい）作り

教室を開催致します。
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S

IT
E

  
M

A
P

御
所

野
遺

跡
は

約
50

00
年

か
ら

42
00

年
前

の
縄

文
時

代
中

期
の

遺
跡

で
、

現
在

は
史

跡
公

園
と

し
て

整
備

さ
れ

て
い

ま
す

。
配

石
遺

構
を

中
心

に
３

つ
の

集
落

が
広

が
る

景
観

や
、

復
元

さ
れ

た
土

屋
根

の
竪

穴
建

物
な

ど
が

見
ど

こ
ろ

で
す

。
鳥

が
さ

え
ず

り
、

集
落

の
ま

わ
り

に
ト

チ
ノ

キ
、

ク
ル

ミ
、

ク
リ

、
ウ

ル
シ

、
コ

ナ
ラ

な
ど

が
生

育
す

る
風

景
は

ま
さ

に
縄

文
の

世
界

で
す

。
20

21
年

、
御

所
野

遺
跡

を
含

む
「

北
海

道
・

北
東

北
の

縄
文

遺
跡

群
」

は
世

界
遺

産
に

登
録

さ
れ

ま
し

た
。

（
写

真
は

9
西

ム
ラ

）

（
写

真
は

発
掘

当
時

）

ガ
ラ

ス
張

り
の

床
下

に
約

42
00

年
前

の
焼

け
た

竪
穴

建
物

跡
が

見
つ

か
っ

た
よ

う
す

を
紹

介
し

て
い

ま
す

。

「
縄

文
里

山
づ

くり
」

を
進

め
て

い
る

森
で

す
。

ク
リ

や
コ

ナ
ラ

な
ど

の
落

葉
広

葉
樹

の
植

樹
も

行
っ

て
い

ま
す

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
シ

ョ
ン

マ
ッ

ピ
ン

グ
で

御
所

野
に

生
き

た
縄

文
人

の
季

節
ご

と
の

生
活

を
展

示
室

全
体

に
映

し
出

し
紹

介
し

ま
す

。

蒔
前

遺
跡

と
山

井
遺

跡
か

ら
出

土
し

た
土

器
な

ど
を

展
示

し
て

い
ま

す
。

重
要

文
化

財
の

鼻
曲

り
土

面
も

展
示

し
て

い
ま

す
。

第
1

展
示

室

駐
車

場
と

公
園

を
結

ぶ
屋

根
付

き
の

歩
道

橋
で

す
。

縄
文

の
世

界
へ

と
導

く
「

タ
イ

ム
ト

ン
ネ

ル
」

で
も

あ
り

ま
す

。

き
き

き
の

つ
り

は
し

縄
文

の
森

御
所

野
遺

跡
で

は
80

0
棟

を
超

え
る

竪
穴

建
物

跡
が

見
つ

か
っ

て
い

ま
す

。
全

国
の

縄
文

時
代

の
遺

跡
で

は
初

め
て

、
竪

穴
建

物
の

屋
根

に
土

が
の

っ
て

い
た

こ
と

が
わ

か
り

ま
し

た
。

東
ム

ラ
、中

央
ム

ラ
、

西
ム

ラ
に

あ
る

復
元

し
た

竪
穴

建
物

は
発

掘
調

査
の

成
果

に
基

づ
き

、
建

物
の

大
き

さ
、

柱
の

位
置

、
柱

の
太

さ
な

ど
を

正
確

に
復

元
し

て
い

ま
す

。

竪
穴

建
物

（
復

元
）

盛
土

遺
構

は
広

範
囲

に
削

平
さ

れ
た

場
所

に
つ

く
ら

れ
、

削
ら

れ
た

土
は

南
側

に
高

く
盛

ら
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
南

側
の

一
段

と
高

い
場

所
は

盛
土

遺
構

と
呼

ば
れ

て
い

ま
す

。

盛
土

遺
構

竪
穴

建
物

の
屋

根
に

土
が

の
っ

て
い

た
こ

と
を

検
証

す
る

た
め

、
実

験
的

に
建

物
を

復
元

し
、

経
過

を
観

察
し

て
か

ら
2

年
後

に
建

物
を

燃
や

す
実

験
を

行
い

ま
し

た
。

焼
失

実
験

跡

第
2

展
示

室
第

3
展

示
室

G
O

S
H

O
N

O
 J

O
M

O
N

 P
R

O
G

R
A

M
20

25
.1

0-
20

26
.3

G
O

S
H

O
N

O
 J

O
M

O
N

 S
IT

E
御
所
野
縄
文
公
園

配
石

遺
構

色
々

な
形

に
石

が
組

ま
れ

、
大

き
な

輪
の

よ
う

に
広

が
っ

て
い

ま
す

。
組

石
周

辺
で

は
墓

穴
と

考
え

ら
れ

る
穴

が
見

つ
か

っ
て

い
ま

す
。

配
石

遺
構

の
外

側
に

は
掘

立
柱

建
物

を
復

元
し

て
い

ま
す

。

※
有

料
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

博
物

館
１

階
窓

口
で

受
付

を
お

願
い

し
ま

す
。

御
所

野
遺

跡
を

は
じ

め
、

縄
文

文
化

や
一

戸
町

の
歴

史
や

文
化

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

博
物

館
で

す
。

御
所

野
縄

文
博

物
館

●
予

約
開

始
日

の
午

前
9

時
か

ら
受

付
し

ま
す

。
お

申
込

み
の

際
に

、
参

加
者

の
お

名
前

、
ご

住
所

、
電

話
番

号
を

お
伝

え
く

だ
さ

い
。

●
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
御

所
野

縄
文

博
物

館
へ

お
電

話
で

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。（

電
話

：
01

95
-3

2-
26

52
）

申
し

込
み

方
法

展
示

室
で

縄
文

を
学

べ
る

！

2 1 3
954

7

68

き
き

き
の

つ
り

は
し

1

御
所

野
縄

文
博

物
館

2

縄
文

の
森

3

東
ム

ラ
4

中
央

ム
ラ

5

配
石

遺
構

6

盛
土

遺
構

7

焼
失

実
験

跡
8

西
ム

ラ
9

鼻 曲 り 土 面

世 界 遺 産 ・ 御 所 野 遺 跡

ご し ょ の de ま な び プ ロ グ ラ ム



土
笛
づ
く
り

遺
跡

か
ら

み
つ

か
っ

た
粘

土
を

使
っ

て
音

の
鳴

る
笛

を
作

り
ま

す
。

料
金

 4
00

円
　

対
象

 小
学

生
以

上
製
作
時
間

 約
40

分

勾
玉
づ
く
り

四
角

い
天

然
石

を
削

っ
て

勾
玉

の
ア

ク
セ

サ
リ

ー
を

作
り

ま
す

。
料
金

 5
00

円
　

対
象

 小
学

生
以

上
製
作
時
間

 約
1時

間

ミ
ニ
オ
カ
リ
ナ
に
絵
を
描
く

白
い

オ
カ

リ
ナ

に
自

由
に

絵
を

描
き

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

オ
カ

リ
ナ

を
作

り
ま

す
。

料
金

 6
00

円
　
製
作
時
間

 約
30

分

組
み
ひ
も
づ
く
り

色
ひ

も
を

使
っ

て
ブ

レ
ス

レ
ッ

ト
を

作
り

ま
す

。
料
金

 3
00

円
　
製
作
時
間

 約
30

分

お
守
り
づ
く
り

凝
灰

岩
に

模
様

を
彫

り
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
お

守
り

を
作

り
ま

す
。

料
金

 4
00

円
　

対
象

 小
学

4
年

生
以

上
製
作
時
間

 約
1時

間

対
象

 中
学

生
以

上
の

方
定

員
 5

名
参

加
料

 2
,0

00
円

申
込

締
切

日
 1

1
月

6
日

（
木

）
御

所
野

縄
文

博
物

館
へ

お
電

話
で

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。（

電
話

：
01

95
-3

2-
26

52
）

参
加

者
の

お
名

前
、

ご
住

所
、

電
話

番
号

を
お

伝
え

く
だ

さ
い

。

講
師

 柴
田

恵
さ

ん
対

象
 ２

日
間

と
も

参
加

で
き

る
竹

細
工

初
心

者
の

方
（

当
館

で
開

催
し

た
「

竹
で

つ
く

る
手

提
げ

　
　

　
　

　
　

カ
ゴ

」
に

参
加

し
た

こ
と

の
あ

る
方

や
、

竹
の

手
提

げ
カ

ゴ
を

作
っ

た
こ

と
が

あ
る

方
は

　
　

　
　

　
   

お
申

し
込

み
で

き
ま

せ
ん

）
定

員
 5

名
持

ち
物

 座
布

団
、

昼
食

用
の

お
弁

当
参

加
料

 6
,0

00
円

申
込

受
付

期
間

 1
2

月
2

日
（

火
）

〜
1

月
7

日
（

水
）

【
必

要
事

項
】

❶
「

竹
で

つ
く

る
手

提
げ

カ
ゴ

」
申

し
込

み
❷

氏
名

（
ふ

り
が

な
）

❸
郵

便
番

号
、

住
所

❹
普

段
連

絡
の

取
れ

る
電

話
番

号
【

注
意

事
項

】
·

往
復

は
が

き
1

枚
に

つ
き

1
名

ま
で

ご
応

募
で

き
ま

す
。

· 
1

人
が

複
数

枚
応

募
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

·
電

話
、

フ
ァ

ク
ス

、
e-

m
ai

l等
で

の
応

募
は

で
き

ま
せ

ん
。

·
応

募
者

多
数

の
場

合
は

抽
選

と
し

ま
す

。
当

選
に

つ
い

て
は

返
信

ハ
ガ

キ
の

発
送

を
も

っ
て

代
え

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

·
返

信
用

宛
名

に
ご

自
身

の
郵

便
番

号
、

住
所

、
氏

名
の

記
入

を
お

願
い

し
ま

す
。

往
復

は
が

き
の

記
入

方
法

サ
ク
ラ
の
落
ち
葉
染
め

竹
で
つ
く
る
手
提
げ
カ
ゴ

公
園

の
サ

ク
ラ

の
落

ち
葉

を
集

め
、

落
ち

葉
を

煮
出

し
て

綿
の

ス
ト

ー
ル

を
染

め
ま

す
。

ス
ト

ー
ル

は
輪

ゴ
ム

な
ど

で
絞

り
模

様
を

付
け

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

鳥
越

の
竹

細
工

で
知

ら
れ

る
ス

ズ
タ

ケ
を

使
っ

て
、

お
弁

当
が

入
る

サ
イ

ズ
の

手
提

げ
カ

ゴ
を

作
り

ま
す

。

11
月

9日
（

日
）9

:3
0

～
12

:0
0

2月
4日

（
水

）1
0:

00
～

16
:0

0（
昼

休
憩

1時
間

）
2月

6日
（

金
）1

0:
00

～
15

:0
0（

昼
休

憩
1時

間
）

SN
S

随
時

更
新

中
！

 
最

新
情

報
は

こ
こ

か
ら

チ
ェ

ッ
ク

！

ま
た

は

御
所

野
縄

文
公

園
検

索

X
In
st
ag
ra
m

F
ac
eb
oo
k

Y
ou
T
ub
e

Q
R

Q
R

Q
R

Q
R

て づ く り プ ロ グ ラ ム

土
器
づ
く
り

遺
跡

か
ら

み
つ

か
っ

た
粘

土
を

使
っ

て
縄

文
土

器
を

作
り

ま
す

。
料
金

 5
00

g
／

50
0

円
、

1k
g

／
1,

00
0

円
　

対
象

 小
学

4
年

生
以

上
製
作
時
間

 1
時

間
30

分
〜

樹
皮
の
花
カ
ゴ
づ
く
り

ク
ル

ミ
の

樹
皮

を
編

ん
で

小
さ

い
カ

ゴ
を

作
り

ま
す

。
料
金

 1
,0

00
円

　
対
象

 小
学

4
年

生
以

上
製
作
時
間

 約
1時

間

縄
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

シ
ナ

ノ
キ

の
繊

維
を

使
っ

て
縄

の
ス

ト
ラ

ッ
プ

を
作

り
ま

す
。

料
金

 6
00

円
　

対
象

 小
学

4
年

生
以

上
製
作
時
間

 約
30

分

縄
文
編
み
の
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り

縄
文

時
代

か
ら

の
編

み
方

で
コ

ー
ス

タ
ー

を
作

り
ま

す
。

料
金

 カ
ラ

フ
ル

な
麻

糸
コ

ー
ス

／
40

0
円

　
　

　
  繊

維
コ

ー
ス

／
80

0
円

　
対
象

 小
学

4
年

生
以

上
製
作
時
間

 約
1時

間
30

分

樹
皮
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

ク
ル

ミ
の

樹
皮

を
編

ん
で

ス
ト

ラ
ッ

プ
を

作
り

ま
す

。
料
金

 6
00

円
　

対
象

 小
学

生
以

上
製
作
時
間

 約
30

分

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
気

軽
に

も
の

づ
く

り
が

楽
し

め
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。

縄
文

人
は

季
節

に
合

わ
せ

て
計

画
的

な
生

活
を

し
て

い
ま

し
た

。
御

所
野

縄
文

公
園

の
ま

わ
り

の
縄

文
里

山
を

活
用

し
て

、
縄

文
時

代
の

く
ら

し
や

も
の

づ
く

り
に

迫
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。

●
団

体
で

て
づ

く
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

ご
希

望
の

場
合

は
、

希
望

日
の

1
か

月
前

ま
で

を
目

安
に

御
所

野
縄

文
博

物
館

へ
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。（

電
話

：
01

95
-3

2-
26

52
）

●
製

作
時

間
は

そ
れ

ぞ
れ

プ
ラ

ス
20

～
30

分
と

お
考

え
く

だ
さ

い
。

●
1

つ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

絞
る

こ
と

を
お

す
す

め
し

ま
す

が
、

最
大

2
つ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

ま
で

同
時

に
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。

※
平

日
に

て
づ

く
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

ご
希

望
の

方
は

、
1

週
間

前
ま

で
の

事
前

予
約

が
必

要
で

す
。

お
電

話（
01

95
-3

2-
26

52
）ま

た
は

予
約

フ
ォ

ー
ム

か
ら

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。

平
日

の
て

づ
くり

プ
ロ

グ
ラ

ム
予

約
フ

ォ
ー

ム

体
験

受
付

時
間

9:
30

〜
15

:0
0

縄
文

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

学
校

の
授

業
や

地
域

の
活

動
で

利
用

し
ま

せ
ん

か
？

御
所

野
遺

跡
の

見
学

に
合

わ
せ

て
、

て
づ

くり
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
体

験
す

る
こ

と
で

縄
文

文
化

へ
の

理
解

を
よ

り
深

め
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
博

物
館

の
ス

タ
ッ

フ
が

学
校

や
公

民
館

な
ど

へ
出

向
き

、
て

づ
くり

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

内
容

等
を

そ
の

場
で

ご
利

用
い

た
だ

け
る

出
前

授
業

・
出

前
体

験
も

行
っ

て
い

ま
す

。
通

常
の

て
づ

くり
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一戸町・御所野縄文公園で

はじめてのミュージアム体験を。

ベビーと

ドキドキ

ミュージアム

　一戸町に住む乳児期のお子様とそのご家族を対象に、御所野縄文公園来場のきっかけをつくり、遺跡や博物館を利用する楽しさを

伝えるための事業です。一戸町 健康子ども課主催の「アタッチメントベビーマッサージ教室」に参加されたご家族へ、博物館からプ

レゼントをお渡しします！さあ、御所野縄文公園でドキドキ！ワクワク！な初めてのミュージアム体験を！

お問合せ　御所野縄文公園（御所野縄文博物館）　〒028-5316　岩手県二戸郡一戸町岩舘字御所野 2　TEL：0195-32-2652　FAX：0195-32-2992
主催：御所野縄文博物館　協力：一戸町健康子ども課

御所野縄文公園

「ベビーとドキドキミュージアム」とは？

ベビーケアルーム「mamaro™」

「mamaro™（ママロ）」は、完

全個室ベビーケアルームです。

授乳やおむつ交換や着替えな

ど、幅広い赤ちゃんケアにご

利用いただけます。

一戸町に住む「アタッチメントベビーマッサージ教室」参加対象のご家族へ

crep　ピクニックラグ
「HARAPEKO RESTAURANT」

山陽製紙株式会社御所野縄文博物館

オリジナルサコッシュ

ベビーマッサージ教室の参加対象者へ
公園で使えるグッズをプレゼント！

初めての展示室！

　縄文土器にドキドキ！

展示室はベビーカーを押しながら

　見学ができるよ！

お弁当を持ってきて

　公園でピクニックもおすすめ！

公園でおもいっきり歩いたり

　走ったりできるよ！

御所野縄文博物館内に

ベビーケアルームを
　新たに導入予定！！！ ※2025 年夏予定

ウェットテッシュ

色んな木の実や葉っぱに

　出会えるよ！

モグモグ

ダッシュ！！

ベビーカーで

　公園をゆっくり

　　歩いてみよう！

※令和７年度の「アタッチメントベビーマッサージ教室」は６月 11 日（水）、8 月 27 日（水）、
　10 月 15 日（水）、12 月 24 日（水）、2 月 25 日（水）、3 月 18 日（水）開催予定です。

ごしょのミュージアムスタート事業（2025 年 6 月開始）

・遺跡って赤ちゃんや子どもが
　　　　　　　　楽しめるのかな？
・博物館って赤ちゃんと行って大丈夫？

遺跡・博物館の

楽しみ方

伝えます！！！
御所野の人



お問合せ　御所野縄文公園（御所野縄文博物館）　〒028-5316　岩手県二戸郡一戸町岩舘字御所野 2　TEL：0195-32-2652　FAX：0195-32-2992

ごしょのミュージアムスタート事業

令和 7 年度「ベビーとドキドキミュージアム」

御所野縄文公園で使用できるグッズをGET

※令和７年度の「アタッチメントベビーマッサージ教室」は６月 11 日（水）、

8 月 27 日（水）、10 月 15 日（水）、12 月 24 日（水）、2 月 25 日（水）、3

月 18 日（水）開催の予定です。

「アタッチメントベビーマッサージ教室」で渡した引換券

を持って、お子様が１歳６か月になるまでに御所野縄文博

物館へお越しください。

①crep　ピクニックラグ「HARAPEKO RESTAURANT」山陽製紙株式会社

　「ベビーがいらっしゃるご家族に遺跡や博物館を利用する楽しさを伝えたい！」そんな思いから企画し

ました。

　「ベビーとドキドキミュージアム」では一戸町に住むベビーとそのご家族を対象に、御所野縄文公園来

場のきっかけをつくります。そして御所野遺跡や縄文文化、一戸町の良さを知ってもらえたら嬉しいです。

　さあ、御所野縄文公園でドキドキ！ワクワク！な初めてのミュージアム体験を！

①ピクニックラグ

電線の包装などに使用される再生紙「工業用クレープ紙」を活用した繰り返し

使える紙のレジャーシートです。水に強く、芝生の上など公園での使用におす

すめです！（サイズ 135cm×90cm）

②ウェットティッシュ

③御所野縄文公園オリジナルサコッシュ

④御所野縄文博物館入館料無料（大人２名まで）

⑤【シール付き】ごしょのドキドキノート（※後日郵送）

竪穴建物や縄文土器などのシールが付いたオリジナルノート。公園や博物館

での思い出をつづるなど使い方は自由！

※来館日のご家族の写真を撮影し、写真付きノートを贈ります。

御所野縄文博物館で GET できるプレゼント

「ベビーとドキドキミュージアム」とは？

プレゼントを受け取るには？

プレゼント内容

アタッチメント

ベビーマッサージ教室

（会場：一戸町総合保健福祉センター）

御所野縄文博物館１階受付

ベビーと

ドキドキ

ミュージアム

御所野縄文公園

＼ベビーと家族も嬉しい！／

③御所野縄文博物館
オリジナルサコッシュ

⑤「ごしょのドキドキノート」のシール

アタッチメントベビーマッサージ教室で GET できるプレゼント

お皿の部分に

葉っぱや木の実を

ならべてみよう！

シールのイラストは

博物館スタッフが
愛情を込めて描きました！



ごしょのミュージアムスタート事業 

令和 7年度「ベビーとドキドキミュージアム」 

実施要項 

 
1. 実施趣旨 

ごしょのミュージアムスタート事業は、年齢等に応じた「初めての博物館体験」の

場を提供し、遺跡公園や博物館を利用する楽しさを伝えます。 

「ベビーとドキドキミュージアム」では、一戸町に住む乳児期の子どもとその家族

を対象に、御所野縄文公園来場のきっかけをつくります。御所野縄文公園での経験を

通して御所野遺跡や縄文文化、一戸町の良さを知ってもらい、地域への関心や愛着心

を育むことを目的として実施します。 
 
2. 主 催　御所野縄文博物館 

 
3. 協　　力　健康子ども課 
 
4. 実 施 日 

事業紹介と一部特典の配布 

令和７年６月 11日（水）、８月 27日（水）、10 月 15 日（水）、12 月 24 日（水）、令

和８年２月 25日（水）、３月 18日（水） に開催される「アタッチメントベビーマッ

サージ教室」 
 
博物館での特典受け渡し 
令和 7年 6月 11 日（水）から令和 8年 3月 31 日（火）（休館日を除く） 
※次年度も継続して行う予定 

 
5. 会 場　一戸町総合保健福祉センター、御所野縄文博物館 
 
6. 対 象 

アタッチメントベビーマッサージ教室に参加する子どもとその保護者 
 
 

 



7. 事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
8. 特典内容 

「アタッチメントベビーマッサージ教室」参加者への特典 
① crep（クレプ）ピクニックラグ「HARAPEKO RESTAURANT」（山陽製紙株式会社） 
② ウェットテッシュ 
③ 御所野縄文公園オリジナルサコッシュ 

　　 
「御所野縄文博物館」へ来館した際の特典 
④ 御所野縄文博物館入館料無料（保護者 2名まで） 
⑤ 【シール付き】オリジナルノート（※後日郵送） 

※来館当日のご家族の写真を撮影し、写真を貼ったノートを後日郵送します。

御所野縄文博物館

アタッチメントベビーマッサージ

教室 

（一戸町総合保健福祉センター）

一戸町総合保健福祉センターで開催される

「アタッチメントベビーマッサージ教室」

へ博物館職員が伺い、事業の簡単な紹介を

し、特典の一部をお渡しします。

必要事項を記入した「特典引き換え券」を

御所野縄文博物館へ持参した方は特典を受

けることができます。（※博物館での特典を

受け取る場合は、子どもが 1 歳 6 か月を迎

えるまでとします）







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ふりがな
 
　希望のコースを○で囲んでください。 

  （複数選択可） 

　１．一戸コース 

  ２．鳥海コース 

　３．小鳥谷コース 

　４．奥中山コース

 
氏 名

 

住 所

〒　　　　－ 

 

 
電 話

 
勤務先  

昨年度受講の有無 有　・　無

令和７年度いちのへ町民セミナー募集案内

切り取り

いちのへ町民セミナー受講申込書

※町外在住の方のみご記入ください。

対象  

町内に在住または町内に勤務している方 

 

経費 

基本無料ですが、教材の材料費や入館料等が

自己負担となる講座もあります。必要な金額は

講座の案内に記載しています。 

 

修了証 

選択課程の６割以上または共通課程・選択課

程合わせて６割以上の受講生に修了証をお渡し

します。 

 

注意事項 

◆申し込み方法や定員、受講料などは講座ごと

に異なりますので、講座の案内チラシをよく読

んでお申込みください。 

◆現地研修だけの参加はできません。 

◆受講登録をしていない方も参加できる講座も

ありますが、各講座には原則受講生のみが参

加できます。 

◆町民セミナー全般についての問い合わせは、

生 涯 学 習 ・ 協 働 推 進 課 （ 33-4861 内 線

1513）まで。

講座を受けるには… 

 

 

講座に参加するには、コースの受講生になる必

要があります。選択課程の中から好きなコース

を選んで、申込書に記入し、各地区センターまで

お申し込みください。電話またはＦＡＸでも受け

付けています。

講座へ参加

コースの申し込み

 

・ 一戸地区センター（旧文化センター） （電話 33-4861 内線 1514 FAX 32-2001） 

・ 鳥海地区センター （電話 33-1204　FAX 33-1633） 

・ 小鳥谷地区センター （電話 34-2111　FAX 34-2802） 

・ 奥中山地区センター （電話 35-2112　FAX 35-2959）

 

受講生の方に各講座のチラシをお送りします。

申し込み方法や定員、受講料などは講座ごとに

異なりますので、講座の案内チラシをよく読ん

でお申込みください。

講座の申し込み

申し込み・問い合わせ先



　※ 共通課程についてのお問い合わせは生涯学習・協働推進課（☎33-4861 内線 1513）まで。 

 

　　　　　　　※ 一戸コースについてのお問い合わせは一戸地区センター（☎33-4861 内線 1514）まで。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 共通課程　（どのコースでも受講できます）
 日 時 ・ 会 場 テ ー マ ・ 内 容 講　　師

 
【開講式】 
①　６月２１日（土） 
　１０：００～１１：３０ 
　一戸地区センター

「漢方養生と薬膳について」 
漢方養生とは、季節に合わせた生活の仕方のこと。その一環

としての薬膳茶や薬膳料理についても学びましょう。薬膳茶

の試飲もできます！

漢方養生指導士 
めりこ 氏

 
②　９月３日（水） 
　１３：３０～１５：００ 
一戸地区センター

「岩手山の火山を学ぼう」 
岩手山が噴火したら、どのような被害が出るのでしょう

か？火山災害と、被害を軽減させる砂防事業について学びま

す。

国土交通省　東北整備局 
岩手河川国道事務所　職員

 ③　１０月１０日（金） 
　　１０月１７日（金） 
　１０：３０～１３：３０ 
　一戸地区センター

「新井先生に学ぶ！秋のお弁当メニュー」 
地元の旬の食材を使ったお弁当メニューを教えていただき

ます。秋の行楽シーズンにいかがですか？ 
（参加費等は後日お知らせします。）

クッキングサロン「ケトル」 
代表 
フードコーディネーター 
新井 尚美 氏

 
④　１２月９日（火） 
　１３：３０～１４：３０ 
　一戸地区センター

「からだのなかから元気に！いきいき血管講座」 
血管の衰えはつまりや破れなどの大きな病気にもつながっ

てしまいます。血管を元気に保ち、健康な生活を始めましょ

う。

明治安田 
　長内 明子 氏

 
【修了式】 
（調整中）

（調整中） （調整中）

 選択課程１　一戸コース（一戸地区センター）
 日 時 ・ 会 場 テ ー マ ・ 内 容 講　　師

 ①　７月１０日（木） 
　１３：３０～１５：００ 
　一戸地区センター

「腕時計の魅力」 
機械式時計の聖地が岩手に！？腕時計の魅力も交えながら

一緒に学びませんか。

道又時計店　 
店長　石井 学 氏

 
②　８月２１日（木） 
１３：３０～１５：３０ 

一戸地区センター

「基礎から学ぶ！健康マージャン講座」（３２名まで） 
賭けない・飲まない・吸わないをルールとした健全な頭脳ス

ポーツとしてのマージャンです。脳の活性化・脳トレ効果が期
待できると言われています。初心者、経験者問わず卓を囲んで
楽しみましょう！

明治安田　職員

 ③　９月１１日（木） 
　　９：００～１６：００ 
　一戸地区センター

「久慈琥珀博物館・周辺施設巡り」 
国内唯一の琥珀産地で有名な琥珀博物館・周辺施設を見学

します。（参加費：1100 円/人）

施設職員

 ④　１０月７日（火） 
　１３：３０～１５：００ 
　一戸地区センター

「薬の正しい服用方法」 
誤った服用をしてしまうと健康や生命に悪影響を与える恐

れがあります。正しい服用方法を一緒に学びましょう！
アイン薬局一戸店　職員

 ⑤　１２月８日（月） 
　１３：３０～１５：００ 
　一戸地区センター

「一戸町・二戸地域にまつわる伝説」 
一戸町・二戸地域にまつわる伝説を学術的観点から読み解い

ていきます。

盛岡大学教授 
　佐藤 優 氏

申し込み、 

待ってるどん！



※ 鳥海コースについてのお問い合わせは鳥海地区センター（☎33-1204）まで。 

 

※ 小鳥谷コースについてのお問い合わせは小鳥谷地区センター（☎34-2111）まで。 

 

※ 奥中山コースについてのお問い合わせは奥中山地区センター（☎35-2112）まで。

 選択課程２　鳥海コース（鳥海地区センター）
 日 時 ・ 会 場 テ ー マ ・ 内 容 講　　師

 
①　７月２日（水） 
　１０：００～１１：３０ 
　一戸町観光天文台

「意外と知らない天文台の秘密」 
身近にある施設ですが、私たちの認識は星の観測だけ？で

はない天文台の秘密を吉田氏に教えてもらいましょう。 
（参加費等は後日お知らせします。）

一戸観光天文台 
台長　吉田 偉峰 氏

 ②　１１月５日（水） 
　　９：３０～１１：３０ 
　鳥海地区センター 
　（旧鳥海小学校）

「エコクラフトで小物作り」 
再生紙で作られた紙バンドを使った手芸。初心者でも扱い

やすいと人気があります。小物作りを体験してみましょう。 
（参加費等は後日お知らせします。）

工藤 ユキ 氏 
清川 セイ子 氏

 ③　１２月３日（水） 
　　９：３０～１１：３０ 
　鳥海地区センター 
　（旧鳥海小学校）

「ブッシュ・ド・ノエル作り」 
　ロールケーキを丸太に見立てたクリスマスケーキの定番、
バターで作ったクリームで仕上げてみましょう。 
（参加費等は後日お知らせします。）

アトリエ　エム 
　代表　道合 卓哉 氏

 選択課程３　小鳥谷コース　（小鳥谷地区センター）
 日 時 ・ 会 場 テ ー マ ・ 内 容 講　　師

 ①　７月１７日（木） 
　１３：３０～１５：００ 
　小鳥谷地区センター

「特殊詐欺の被害にあわないために」 
　特殊詐欺被害について地域の実情や具体的な手口、被害に遭

わないための具体的な対策をお話ししていただきます。

小鳥谷駐在所 
巡査部長　三本木 裕美 氏

 
②　９月２５日（木） 
　１３：３０～１５：００ 
　小鳥谷地区センター

「はじめて学ぶ　終活と相続のキホン」 
　豊かな老後と、円満な相続を迎えるために知っておきたい

終活（エンディングノート・遺言）や相続の基本を学びましょ

う。

石輪ＦＰ事務所 
　代表　石輪 成人 氏

 

③　１０月２３日（木） 
　１３：３０～１５：００ 
　小鳥谷地区センター

「小鳥谷は山伏神楽の中心地」 
　かつて上女鹿沢の「三明院（さんみょういん）」は神楽を山

伏の大切な仕事の一つとして主催していました。江戸時代の終

わり頃、この神楽が三明院にほど近い高屋敷の村人に伝えられ

ると、駒木や中山など周辺の村々、更には八戸や十和田、下北

半島にまで広めらたことについて学習します。

御所野縄文博物館 
課長補佐　中村 明央 氏

 
④　１１月２７日（木） 
　１３：３０～１５：００ 
　小鳥谷地区センター

「パティシエに学ぶお菓子教室」 
　秋の味覚、サツマイモを使ったスイートポテトにチャレンジ

♪パティシエに教わりながらプロの技を学びましょう。 
（参加費等は後日お知らせします。）

アトリエ　エム 
　代表　道合 卓哉 氏

 選択課程４　奥中山コース（奥中山地区センター）
 日 時 ・ 会 場 テ ー マ ・ 内 容 講　　師

 
①　６月３０日（月） 
１３：３０～１５：００ 

　奥中山地区センター

「知って備える！もしものときのがん講座」 
　不治の病といわれたがんですが、現在は、通院しながら仕事
を続ける人が増加傾向にあるなど、「ともに生きる」病気へ変
わってきています。 
がんの基礎知識や治療方法などを学びます。

明治安田　職員

 ②　７月２５日（金） 
　１３：３０～１５：００ 
　奥中山地区センター

「チョコレートの世界へようこそ！」 
　チョコレートの原料「カカオ」の生産、製造や歴史など、知
られざるチョコレートの世界を紹介していただきます。テイス
ティング体験もあります！

明治株式会社　職員

 

③　９月４日（木） 
　１３：３０～１５：００ 
　奥中山地区センター

「これが僕の生きる道～芸人とピーマン農家の二刀流やってま

す～」 
東北唯一の吉本新喜劇座員のよこっちピーマンさんの講演

です。岩手に住みながらメディア、イベントなどで活躍されて

います。芸人とピーマン農家の二刀流生活を通して感じたこと

や地域を盛り上げる秘訣などをお話いただきます。

吉本新喜劇 岩手住みます芸人　

よこっちピーマン 氏

 ④　１０月２日（木） 
　１３：３０～１５：００ 
　奥中山地区センター

「岩手県アスリートを取材して感じたこと」 
長年に渡り岩手県アスリートを取材しているスポーツマガ

ジン「Standard」編集部を講師に迎え、取材を通して感じたこ
とや印象深いエピソードなどをお話いただきます。

岩手スポーツマガジン 
Standard 
副編集長　五十嵐 敏幸 氏

 ⑤　１１月２０日（木） 
　　９：３０～１５：３０ 
　八戸市（南郷村）

「南郷歴史民俗資料館見学」 
　昭和時代をテーマにした展示が特徴の南郷歴史民俗資料館
を見学します。初期の電化製品や日用品など、昭和の生活の変
遷を学びます。

施設職員
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２
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９
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０

０
～

 
場

　
所

　
鳥

海
地

区
セ

ン
タ

ー
 

１
２
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１

０
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・
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目

長
寿

大
学

校
第

２
回
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０
：
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出
ル
町

楢
木
　

大
権
現

町
民

セ
ミ
ナ

ー
「
鳥

海
コ

ー
ス

」
第

2
回

 

エ
コ

ク
ラ

フ
ト
で

小
物

作
り

地
域
の
活
性
化
へ

 

　
　
つ
な
ぐ

一
戸

町
文

化
祭

へ
出

展
！

１０
月

３
１日

（
金

）
～

11
月

２
日

（
日

）
の

３
日

間
、
一

戸
地

区
セ

ン
タ
ー

に
お

い
て

文
化

祭

が
開

催
さ
れ

ま
し
た

。
「
縫

い
っ
娘

の
会

」
の

作
品

2
3
点

が
展

示
さ
れ

ま
し
た
。

＂
鳥

海
地

区
セ
ン
タ
ー

（
旧

鳥
海

小
学

校
）
の
活

用
に
つ

い
て

考
え
る
＂

 

ワ
ー

キ
ン
グ

グ
ル
ー

プ
＜

居
場

所
づ

く
り
の
部

＞
で

企
画
の
「
み

ん
な

食
堂

ち
ょ
う
か
い

」
で

、
食

材

寄
付
の
募

集
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
地

域
の
方

や
企

業
か
ら
の
ご

寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
ち
ら
の
企

業
で
は

地
域
活

性
の
活

動
に
賛

同
さ
れ

て
お
り
各
方

面
の
団
体

な
ど
に
、
協

力
し
て

い

る
と
い

う
こ
と
で

し
た
。
今
回

の
趣

旨
を
く
み

取
り
、
調

味
料

な
ど
を
ご

寄
付

い
た
だ

く
こ
と
に
な

り
贈

呈
式
が

行
わ

れ
ま
し
た
。　

 

１１
月

１６
日

（
日

）
に
「
み

ん
な

食
堂

ち
ょ
う
か
い

」
を
行
う
予

定
で

し
た
が

、
”イ

ン
フ
ル
エ

ン
ザ

”ま
ん
延

の
た
め

、
中

止
と
な

り
ま
し
た
。

11
月

5
日

（
水

）
地

区
セ
ン
タ
ー

に
お
い

て
、
講

師
に
清

川
セ
イ
子

さ
ん
、
工

藤
ユ
キ
さ
ん
を

迎
え
、
最

近
人

気
の
”エ

コ
ク
ラ
フ
ト
で

小
物

づ
く
り
”を

指
導
し
て

い
た
だ

き
ま
し
た
。 

2
2
名

が
参

加
し
、
基

礎
の

編
み

方
が

覚
え
ら
れ

る
コ
ー

ス
タ
ー

づ
く
り
、
基

礎
を
応

用
し
て

小
物

入
れ

づ
く
り
と
２
コ
ー

ス
に
分

か
れ

て
体

験
し
ま
し
た

。
編

み
進

め
る
う
ち
に
編

み
目

が

違
っ
て

き
て

や
り
直

し
た

り
し
ま
し
た
が

、
コ
ー

ス
タ
ー

づ
く
り
を
選

択
し
た
方

た
ち
は

完
成

に

こ
ぎ

つ
け
ま
し
た
。応

用
コ
ー

ス
の
方

た
ち
は

未
完

成
で

し
た
が

別
日

に
個

別
指

導
を
受

け
て

完
成

さ
せ

る
こ
と
に
し
ま
し
た

。
「
頭

の
体

操
だ

ね
」
と
一

編
み

一
編

み
、
集

中
し
て

取
り
組

ん

で
い

ま
し
た
。

コ
ー
ス
タ
ー
を
仕
上
げ
た
み

な
さ
ん
と



第
１回

　
10

月
2
0
日
（
月
）
、
第
２
回
　
11

月
10

日
（
月
）
 

講
師

に
松
沢

則
雄
氏

を
迎

え
、
地
区

セ
ン
タ
ー
で

陶
芸
教

室
第

1
回

、
第

２
回

を
開

催
し
ま
し
た
。 

１回
目

は
、
形

作
り
で

す
が

渡
さ
れ

た
粘
土

で
1
個
の
大

作
を
作

っ
た
方

や
色

々
な

形
を
何
個

も

作
っ
た
り
と
多

種
多
様

で
し
た
。 

２
回

目
は

、
素

焼
き
し
た
も
の
を
磨

き
上

げ
釉

薬
を
つ

け
る
作

業
で

す
が

、
回

を
重

ね
た
み

な
さ

ん
は

手
慣
れ

た
様
子

で
色
つ

け
を
し
て
い

ま
し
た
。

芸
術
の
秋

 

陶
芸

教
室

に
集

う

 

10
月

15
日

（
水

）
、
老

人
ク
ラ
ブ

親
睦
旅

行
に

2
9
名

参
加
し
て

久
慈
市

「
平

庭
山

荘
」

に
行

き
ま
し
た
。お

天
気
に
恵

ま
れ

旅
行

日
よ
り
だ

っ
た
こ
の
日

、
お
湯
に
つ

か
り
里

山

の
料
理

に
カ
ラ
オ
ケ

と
楽
し
み

、
親
睦

を
深

め
ま
し
た
。

小
学
生
の
作
品
で
す
。バ

ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
ね

。






